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                女性の声で政治を変える                   

フェミブリッジ・アクション                       

            堀込 康美 

 

男ばかりの政治はおかしい 

「安保法制の廃止と立憲主義の回復を求

める市民連合」の女性達が「女性の声で政

治を変える」というフェミブリッジ（女性

の架け橋）・アクションを 9 月に東京始め 8

道県で始めました。日本では性差によって

生まれる不平等を表す「ジェンダーギャッ

プ指数」が 146 ヵ国のうち 125 位、とりわ

け政治の分野では 138 位と低迷しています。

政権に異を唱える市民連合でさえも会議は

男ばかり、記者会見でも花を添えるという

立場に置かれる女性、これはおかしいと感

じた市民連合の女性たちが始めたのです。  

目から鱗  菱山南帆子さんの話 

 「希望ある政権をめざす群馬４区の会」

が 10 月にその中心人物の市民運動家、菱山

南帆子さんを呼んで学習会を開きました。

彼女の話は「目から鱗、なるほど、納得」

の連続で、3 分に 1 度の笑いがあり、寝て

いる人は皆無で最後は目がウルウルしてい

る人もいました。国会の内外での「新たな

戦前」の話、なぜ若者は怒らないのか、ど

うして強いものに惹かれてしまうのか、自

公政権や維新と対決していくために私達に

できることは何なのかと縦横無尽に語って

くれました。そしてフェミブリッジ・アク

ションでは自民や維新にはできなくて私達

にしかできない主張「ジェンダー平等が実

現される社会」「命と暮らしが守られる社会」

をアピールしていくと訴えました。  

2023 年 11 月高崎で実現！  

 この学習会がきっかけで群馬でもフェミ

ブリッジ・アクションができないかという

ことになり走り出しました。たくさんの方

の協力があり、11 月 11 日（土）12：30 か

ら高崎駅西口で「フェミブリッジ＠ぐんま」

主催のアクションを開催することが出来ま

した。当日は県議の大沢あや子さんと鈴木

あつ子さん、中之条町議の山田みどりさん、

東京から駆けつけた 20 代の女性など様々

な立場、年代の女性達 12 人（飛び入り 4 人）

が自分たちの言葉で声を上げました。弾き

語りで始まり最後は「西口ピアノ」音楽が

流れる集会は最高でした。参加者 50 名、男

性たちもビラを配りプラカードを持って参

加してくれました。  

そして 12 月 10 日（日）高崎駅西口で第

2 弾の「フェミブリッジ・アクション」を行

いました。参加者 30 名、リレートーク 10

名でした。10 人中 5 人が当日飛び入りでス

ピーチしてくれました。20 代の女性は気候

変動問題についてスピーチをしました。こ

の気候変動問題も女性や子どもたち、弱者

に真っ先にしわ寄せが来ると訴えました。  
1． 14 高崎駅西口行動での菱山南帆子さん  



- 13 - 

 

明るく元気に楽しくおしゃれに 
 

そして第 3 弾は 1 月 14 日（日）「フェミ

ブリッジ＠ぐんま」結成のきっかけを作っ

た菱山南帆子さんをゲストスピーカーに迎

え、アクションを行いました。参加者５０

名、スピーチ 11 名、道の両サイドには「ミ

サイルより笑顔で暮らせる日常を」「あなた

にとって政治とは？」「女性議員を増やそ

う！！」「自民でも維新でもない私たちの選

択肢」「軍拡 NO！くらし守って！！」と書

かれた手作りの黄色のプラカードが並びま

した。「私が変える、政治を変える！ジェン

ダー平等、今すぐ！」というフェミブリッ

ジ・アクションの横断幕も目立ちました。

街角の運動は見た目が大切だと菱山さんか

ら学び、シンボルカラーの黄色を身にまと

い明るく元気に「私達のめざしている社会

は楽しいよ！」と声を上げることが出来ま

した。深刻なことを上から目線で声高に叫

ぶという街宣行動を私は今までやってきた

なあと今、反省しています。だからこの運

動は明るく元気に楽しくおしゃれにやって

いきたいと思っています。  

トーク集会では中学生も発言  
 

この日は高崎駅西口のフェミブリッジ・

アクションの後、場所を変えて 14：30 から

高崎市中央公民館で、菱山さんを講師に「市

民と野党の共闘をめざすトーク集会」を開

催しました。講演では国会での憲法改正の

動きや、いまの若者の置かれている状態、

そして若者の気持ちを語ってもらいました。

今の若者は「怒りより楽な方へ」「みんなと

違うことは怖い」「デモやストライキは迷惑」

と感じてしまうということです。だから「裏

金問題はひどい」「こんな大変な時に万博開

催はおかしい」「私達の命を守ることが戦争

の準備や、軍拡ではない」と感じていても

声は上げられないということです。  

ではどうしたらいいのか？まずは「ジェ

ンダー平等が実現される社会」「命と暮らし

が守られる社会」をめざして私達が声を上

げ、信頼できる大人たちがいると若者たち

に見せることが第一歩です。  

「トーク集会」でうれしかったのは母親に

連れられた中学生の女の子が菱山さんの話

をしっかり聞き、共鳴したと話してくれた

ことです。連れてきた母親は娘の発言を聞

き感激して涙ぐんでいました。  
 

今後は県内いろいろなところで 
 
今後は 1 月 28 日（日）、2 月 3 日 13：00

～にけやきウォーク前橋の北側で「県都前

橋に女性市長を！」と題してフェミブリッ

ジ前橋アクションを予定しています。これ

からは高崎、前橋だけでなく県内いろいろ

なところでフェミブリッジ・アクションが

生まれればいいなぁと考えています。  

 

1 月 1４日（日）高崎駅西口に集まった参加者  

高崎駅西口で通行人にアピールする参加者  


